
「あきる野の匠」
　       を新たに認定しました

匠ホームページ「あきる野の匠」とは
　市の自然、歴史、文化から受け継いだ伝統の味、技法、熟練の技術などの承継者などです。今年度は、
新たに申請を受けた中から審査により２人の方を認定しました。市では、今までに１２人の匠を認定して
います。

問合せ　観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係（☎５９５－１１３５）

野﨑酒造
ホームページ

　野﨑酒造は、明治１７年（１８８４年）創業で、「喜正」
を醸造しています。
　野﨑三永さんは、野﨑酒造の５代目となります。
　西多摩にある５つの酒造の中で唯一、当主自らが杜氏（酒
造りの責任者）をしており、機械化が進む現在でも、昔なが
らの「こしき」（米を蒸すための桶）を使い、手間ひまをか
けて醸造しています。穏やかな香りで飲み疲れしないのが特
徴で、１番人気の「しろやま桜」吟醸酒は、仕込み水の湧き
出る戸倉城山の大桜から名付けました。
　「全国新酒鑑評会 金賞」「東京国税局酒類鑑評会 優等賞」
など、いくつもの賞を受賞しています。

「野﨑酒造株式会社」
住　　所：あきる野市戸倉６３
電　　話：５９６－０１２３
営業時間：１０時～１２時、１３時～１７時
※土曜日・日曜日、祝日は休業

中村酒造
ホームページ

 中村酒造は、文化元年（１８０４年）創業で、「千代鶴」
「高尾山」を醸造しています。
　中村八郎右衛門さんは、１８代目で、酒造りを始めて中村酒
造の１０代目となります。
　酒造りに適したあきる野の厳しい冬の冷え込みを生かし、地
下１７０メートルから汲み上げた清冽な水と厳選した米で、近
代的な設備と伝統的な技術を融合させ、手造りの要素を多く残
し丁寧に醸造しています。米からの自然のうま味を大切にした
淡麗型でありながら、上品な香りの中に力強い味わいがあり、
心地よい余韻が残るのが特長です。
　「全国新酒鑑評会 金賞」「東京国税局酒類鑑評会 優等賞」など、
いくつもの賞を受賞しています。

「中村酒造」
住　　所：あきる野市牛沼６３
電　　話：５５８－０５１６
営業時間：１２時～１６時３０分（酒造り資料館）
※年末・年始は休業

「温泉総選挙2022」秋川渓谷 瀬音の湯が
「うる肌部門」で全国第１位に輝きました︕
たくさんの応援、ご協力ありがとうございました︕

のざきみつなが

   野﨑 三永さん（60歳）
「酒造りの匠」

なかむらはちろうえもん

  中村八郎右衛門さん（46歳）
「酒造りの匠」

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは、市長公室にお問い合わせください。

再生紙を使用
しています

世帯と人口 ― 令和５年３月１日現在 ―
世帯 36,806 世帯（前月比 33世帯増）　　人口 79,719 人（前月比 24人減）　　男 39,677 人　　女 40,042 人

発行 あきる野市 〒197-0814 あきる野市二宮350　編集 企画政策部市長公室（☎042－558－1111）　ホームページ https://www.city.akiruno.tokyo.jp/
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秋川渓谷　瀬音の湯
２０２２年度「うる肌部門」第１位
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今号の主な記事など

●令和５年度教育方針…２面

●４月１日から市役所の担当窓口が変わります…３面

●秋留野広場バスケットゴールリニューアルオープン…

３面



令和５年度 教育方針 　令和５年第１回あきる野市議会定例会３月定例会議において
丹治充教育長が発表した教育方針の内容をお知らせします（原
文を基に掲載）。

　各教科等の基礎的な学力につきましては、
子どもたちが主体的に学習に取り組み、身に
付けた知識や技能を繰り返し活用することが
学力の定着には大変重要となります。その際
には、「ＧＩＧＡスクール構想の実現」に伴
い導入したタブレット端末を活用した学習が
大変有効となってまいりますが、現在、学校
間での活用に差が見られる状況の中で、全小・

確かな学力の育成

３面につづく

中学校が、教育データの利活用に向けた取組
やＩＣＴ教育を適正かつ確実に推進していく
ことが課題となっております。今後、デジタ
ル教科書の積極的な活用をはじめ、子どもた
ち個々が課題に取り組むための学習や授業支
援システムなどを利用して学び合う学習な
ど、ＩＣＴ環境を十分に活用した多様な学習
に取り組んでまいります。
　また、グローバル化する社会を生きていく
子どもたちには、「自己を確立しつつ、他者
を受容し、多様な価値観をもつ人々と協力・
協働しながら課題を解決する力」や「自ら進
んで積極的にコミュニケーションを図ろうと
する態度や豊かな国際感覚の醸成」が求めら
れております。そのためにも、各教科等で自
分の考えを持って交流し合うことや、コミュ
ニケーション能力を高める学習を積極的に取
り入れていく必要があります。また、外国人
との関わりも、これまで以上に増えることが
想定されますので、子どもたちが英語による
コミュニケーション能力を身に付けることも
求められております。東京都教育委員会によ

るスピーキングテスト導入の目的も踏まえ、
「東京グローバルゲートウェイ　グリーンス
プリングス」などを利用した英語の体験学習
や、ＡＥＴや学習者用デジタル教科書などを
有効に活用し、子どもたちが英語に触れ、積
極的にコミュニケーションを図ることができ
る機会を充実させてまいります。
　体力向上につきましては、コロナ禍により
日常生活が大きく制限された中で、子どもた
ちの体力は低下の傾向が見られます。このこ
とから、体育の授業を中心に運動の楽しさを
味わわせるとともに、部活動や休み時間、放
課後などに運動に親しむ機会を増やしてまい
ります。
　一方、子どもたちに様々な力を身に付けさ
せる教員は、子どもたちの様子を見極め、絶
えず指導内容や指導方法を研究し、より深み
のある授業を提供していかなければなりませ
ん。教員自らが学ぶ姿勢や風土を醸成すると
ともに、教職員研修センターや各種研修等を
通して、教員の授業力の向上に努めてまいり
ます。

　令和５年度あきる野市施政方針を踏まえ、
教育行政の基本的な方針及び主要な施策の一
端を申し述べさせていただきます。
　私たちの生活に多大な影響を及ぼしている
新型コロナウイルス感染症への対策は、令和
４年度には感染拡大防止と社会経済活動を両
立させる「with コロナ」に向けた新たな段階
への移行に向けて動き出し、制限されていた
活動が徐々に再開されはじめました。子ども
たちが心待ちにしていた学校行事も、感染症
対策を十分に施した上で実施され、たくさん
の笑顔が学校に戻ってまいりました。予測困
難な時代を生き抜いていく子どもたちには、
自分の良さや可能性を認識し、多様な人々と
協働する中で様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓く持続可能な社会の創り
手を育むための教育が必要であります。この
ことを十分に認識し、本市の教育行政を推進
してまいります。
　また、市長の施政方針でも述べられました
とおり、新学校給食センターの共同整備につ
きましては、日の出町との広域連携事業とし
て、効率的かつ効果的な実施に向けて準備を
進めてまいりましたが、検討委員会における
協議が整い、基本方針、施設内容、運営方式
等の方向性が「整備・運営方針（実施計画）」
（案）として示されましたので、これを基本に、
新学校給食センターの早期竣工と稼働を目指
して、基本設計及び実施設計に着手してまい
ります。新学校給食センター稼働までの間は、

引き続き施設や設備の点検を行いながら、安
全・安心な学校給食を安定的に提供できるよ
う努めてまいります。
　さらに、大規模地震をはじめとした自然災
害に備えた避難所の一つとして、市立学校の
体育館が指定されておりますが、市民の安全
確保のためにも、学校施設全体における避難
所としての在り方についても検討を進めてま
いりたいと考えております。

　本市の教育行政を推進していくための方向
性を示す「あきる野市教育基本計画（第３次
計画）」に基づいた主要な施策について申し
述べさせていただきます。

　特別支援教育の推進につきましては、「特
別支援教育推進計画　第三次計画」の下、関
係機関や関係部署と連携を図りながら、全児
童・生徒を対象とした支援の充実に努めてい
るところであります。誰一人取り残さない、
誰にとっても分かりやすい授業、安心できる
教室を目指し、授業と教室環境のユニバーサ
ルデザイン化も徹底してまいります。
　また、本計画に基づき準備を進めてまいり
ました南秋留小学校への自閉症・情緒障害特
別支援学級の設置につきましては、予定どお

特別支援教育の推進と、いじめの防止、不登校対応の充実
り令和５年４月から開設いたします。本学級
のカリキュラムといたしましては、通常の教
科学習はもとより、子どもたちにコミュニ
ケーション能力や社会性を身に付けさせるた
めの授業も確実に行ってまいります。
　いじめ防止につきましては、各学校におい
て現在も取り組んでいるところではあります
が、いじめの認知件数は依然として増加傾向
にあります。いじめには、多種多様な価値観
や考え方、感じ方がありますので、「あきる
野市いじめ防止基本方針」の下、これまで以
上に未然防止に力を入れる必要があります。
　学校教育におきましては、他者を認める、
自分を大切にする、気になることがあれば誰
かに相談できるなど、子どもたちが集団の中
で生活を営む上で重要な「互いの多様性や良
さを認め合う共感的な人間関係」を築く取組
を各教科や道徳の授業、学級活動、学校行事
など、様々な場面で指導を行い、いじめを許
さない意識や態度を育成してまいります。ま
た、自宅での学習にタブレット端末を活用し
ていく中でも、ＳＮＳのルールを見直し、子
どもたちにインターネットを適切かつ安全に
利用するスキルを身に付けさせ、ＳＮＳによ
るいじめの防止にも努めてまいります。

　さらに、いじめの防止には、いじめを早期
に発見し、適切に対応できる体制を整える必
要がありますので、学校だけの取組にとどま
らず、家庭や地域、関係機関等と連携を図り
ながら、社会全体で子どもたちを見守り、気
持ちを受け止め、子どもたちをいじめから守
る体制づくりを進めてまいります。
　不登校対策につきましては、支援を要する
児童・生徒の数が増加していることから、そ
の支援策を講じることが教育委員会や各学校
にとって喫緊の課題であります。教育委員会
では、令和３年度から不登校児童・生徒に対
する支援のための教育支援センター機能とし
て、教育支援室や教育相談の充実に努めてま
いりました。また、令和４年度には、学校や
教育支援室に通えない児童・生徒が、人とか
かわり、社会的自立を促す機会として、居場
所機能を担う「カラフルルーム」を新たに立
ち上げ、児童・生徒の学習や相談、保護者の
相談にも応じる取組を始めたところでありま
す。令和５年度は、教育支援センターを組織
化し、不登校児童・生徒や特別な支援を要す
る児童・生徒への更なる支援の充実を図って
まいります。

学校運営協議会制度の
推進と特別活動の充実

　教育基本計画（第３次計画）に掲げた「コ
ミュニティ・スクール」につきましては、学
校運営協議会と地域学校協働本部が車の両輪
となって、地域学校協働活動を充実させる「地
域とともにある学校」を目指すものでありま
す。令和６年度からの開設を目標に、令和５
年度は、本市のコミュニティ・スクールの在
り方を検討し、学校運営協議会設置に向けて
協議を進めるとともに、保護者や地域に周知
するための準備を進めてまいります。
　学校行事をはじめとした特別活動につきま
しては、子どもたちの成長過程の中で大変貴
重な機会となることから、コロナ禍において
も、活動内容や公開の規模などを制限しなが
ら実施してまいりました。各学校では、子ど
もや家庭の負担を考慮しつつ、学習指導要領

の趣旨を踏まえた教育活動や教員の働き方改
革の推進など、様々な活動を行ってまいりま
したが、引き続き、状況を見据えた上で適切
な対応を模索しながら学校行事の完全実施を
目指してまいります。
　その中で、部活動におきましては、学校を
含めた地域で子どもたちを育てるという意識
の下、生徒の望ましい成長を支援できる環境
を整備していく必要があります。これまでも、
指導者の確保に努めてまいりましたが、今後
は、より専門性の高い外部人材の確保を積極
的に進めてまいります。

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和５年（2023年）３月15日 （2）



２面のつづき

生涯学習の振興と充実

　生涯学習の振興につきましては、人生１００
年時代と言われる中、生涯にわたり、健康で
生きがいを持って生活するために、様々な学
びを行うことが重要であります。中央公民館

をはじめとする生涯学習の関係施設におきま
しては、引き続き、各種の講座や催し物を実
施するとともに、特に６０歳以上の方を対象
に実施している寿大学につきましては、ＩＣＴ
を有効に活用するなど、より多くの方が参加
できる取組についても検討を進めてまいりま
す。
　また、本市には、様々な文化財が存在して
おり、各地域には、お囃子、獅子舞、歌舞伎
などの伝統芸能が承継されております。これ
らの伝統芸能をはじめ、様々な文化財につい
て、より多くの情報を発信するとともに、活
用と保存、さらに、これに対する必要な支援
に取り組んでまいります。
　市民の学びと交流の拠点となっている図書
館につきましては、年齢を問わず、多くの市
民に利用されております。引き続き、「いつ
でも・どこでも・だれもが学び、情報が活用

青少年の健全育成 　次世代を担う青少年の健全育成は、社会全
体の責務であります。引き続き、青少年健全
育成の中核組織である青少年健全育成地区委
員会をはじめ、各種団体や関係機関の活動を
支援してまいります。また、子どもたちが、
安心して過ごせる放課後の居場所づくりとし
て実施しております放課後子ども教室につき
ましては、増戸小学校への令和５年度中の開
設に向け、準備を進めてまいります。
　さらに、本市の中学生が、学校部活動と並
行し、将来にわたりスポーツや文化芸術活動
に継続して親しむことができる新たな地域ク

ラブ活動の環境整備に向けた準備を進めてま
いります。

　以上、令和５年度の主要な施策について述
べさせていただきましたが、全ての市民が生
涯にわたって学ぶことのできる本市の教育行
政を目指し、市長部局と連携して進めてまい
りたいと考えておりますので、議員各位、並
びに市民の皆様の御理解・御協力をお願い申
し上げまして、令和５年度の教育方針といた
します。

できる図書館」づくりに取り組んでまいりま
す。
　特に、幼い時期から本を通じ、ふれあいの
時間を持つことは、子どもの心の成長を促す
ための基礎となりますので、「第４次あきる
野市子ども読書活動推進計画」の下、乳幼児
期からの読書習慣の形成に取り組んでまいり
ます。
　スポーツの振興につきましては、「第２次
あきる野市スポーツ推進計画」に基づき、基
本理念として掲げた「みんなでつくろう ス
ポーツ都市あきる野」の実現に向け、誰もが
身近でかつ気軽にスポーツに親しみ、楽しむ
ことができる環境づくりに、市民、関係する
組織や団体などと連携・協働して取り組んで
まいります。

○予約なし接種は３月で終了します
　市役所で実施する夜間接種（午後６時３０分～７時
３０分）では、オミクロン株対応ワクチンの予約なし
接種を実施しています。希望される方は、接種実施日
の午後７時１５分までに会場にお越しください。

○持ち物
①本人確認書類（運転免許証、保険証、マイナンバーカー
ドなど）

②接種券（持参できない場合は会場で再発行します。）

○その他
●予約者優先のため接種まで時間がかかる場合があり
ます。
●前回接種から３か月経過している必要があります。
●通常の予約も受け付けしています。
　（インターネット：２日前まで予約可　電話：接種当
日まで予約可）

○今後の接種について
　国は、小児を対象としたオミクロン株対応ワクチン
接種の実施や、４月以降のワクチン接種の実施につ
いて検討を進めています（３月６日時点）。正式に決
定次第、詳細をお知らせします。最新情報は、市ホー
ムページでご確認ください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
20
歳
未
満

の
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
が
対
象
）
と
児
童
扶

養
手
当
（
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
な
ど
が

対
象
）
の
手
当
額
が
２
０
２
２
年
の

物
価
変
動
率
（
＋
２
・
５
㌫
）
に
基

づ
き
、
４
月
分
か
ら
表
１
、
表
２
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ

子
ど
も
政
策
課
子
ど
も

政
策
係

表１　特別児童扶養手当額（月額）
区　　　　　分 ３月分まで ４月分から

特別児童扶養手当１級 ５２，４００円 ５３，７００円

特別児童扶養手当２級 ３４，９００円 ３５，７６０円

表２　児童扶養手当額（月額）

区　分 ３月分まで ４月分から

全部支給 ４３，０７０円 ４４，１４０円

一部支給 ４３，０６０円～１０, １６０円 ４４，１３０円～１０, ４１０円

第２子加算
全部支給 １０，１７０円 １０，４２０円

一部支給 １０, １６０円～５, ０９０円 １０, ４１０円～５, ２１０円

第３子以降加算
全部支給 ６，１００円 ６，２５０円

一部支給 ６, ０９０円～３, ０５０円 ６, ２４０円～３, １３０円

～市役所で実施する夜間接種～

対象者 ３～５回目接種者 初回接種者

ワクチン
ファイザー社製
（ｵﾐｸﾛﾝ株対応）

モデルナ社製
（ｵﾐｸﾛﾝ株対応）

ファイザー社製
（従来株対応）

３月１７日
（金）

○ 一部の日程で実
施。電話予約の
際にご確認くだ
さい。
※予約なし接種
は実施しませ
ん。

３月２４日
（金）

○ ○

３月３０日
（木）

○

○予約・問合せ
　あきる野市新型コロナウイルスワクチン接種

コールセンター
　（平日）
　　午前８時30分～午後８時
　（土曜・日曜日、祝日）
　　午前８時30分～午後５時15分
　☎０１２０-５６７-２０５

（フリーダイヤル）

市ホームページ

（3） 令和５年（2023年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

特
別
児
童
扶
養
手
当
額
と

児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定



納
税
な
ど
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便

性
向
上
と
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
市
役
所
の
担
当
窓
口
を
表
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴

い
、
母
子
保
健
係
が
市
役
所
か
ら
あ

き
る
野
ル
ピ
ア
に
移
動
す
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
問
合
せ

企
画
政
策
課
（
直
通
５

５
８
・
１
２
６
１
）

認
知
症
予
防
に
必
要
な
脳
ト
レ
や

体
操
を
楽
し
く
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ

う
。
頭
と
体
を
同
時
に
使
う
こ
と
で
、

「
脳
」
は
元
気
に
シ
ャ
キ
ッ
と
し
ま

す
。

▽
日
時

４
月
25
日
か
ら
７
月
11
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

午
後
２
時

～
４
時
（
全
12
回
）

▽
場
所

五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

第
１
、
２
研
修
室

▽
内
容

脳
ト
レ
、
体
操
、
健
康
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

体
力
測
定

▽
講
師

健
康
運
動
指
導
士
な
ど

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
▽
定
員

15
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
な
ど

タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服

装
・
室
内
履
き

▽
費
用

無
料

▽
申
込
み
方
法

３
月
16
日
㈭
か
ら

31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

高
齢
者
支

援
課
高
齢
者
支
援
係
（
直
通
５
５

８
・
１
９
５
３
）

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
「
年
金
手

帳
」
は
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

「
年
金
手
帳
」
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
の

交
付
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、「
年

金
証
書
」
が
「
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
」
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
「
年
金
手
帳
」
は
、
引
き
続
き
、

「
基
礎
年
金
番
号
を
確
認
す
る
書

類
」
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
）

▽
申
請
・
問
合
せ

保
険
年
金
課
年

金
係
、
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０

４
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

一
般
用
ゴ
ー
ル
に
加
え
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
達
も
利
用
で
き
る

ジ
ュ
ニ
ア
用
ゴ
ー
ル
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
気
持
ち
よ
く
楽
し

め
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル
を
守
り
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
場
所

秋
留
野
広
場
（
秋
川
１

－

10
）

４
月
は
、
就
職
や
退
職
に
伴
う
異

動
手
続
き
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民

年
金
や
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

退
職
（
失
業
）
特
例
に
よ
る
免
除
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
も

国
民
年
金
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

▽
持
ち
物

退
職
日
が
確
認
で
き
る

書
類
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
）、
年
金
手
帳

か
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

※
別
世
帯
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合

は
、
委
任
状

※
保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
方
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
公
務
員

の
方
は
退
職
辞
令
（
い
ず
れ
も
コ

ピ
ー
可
）

▽
届
出
・
問
合
せ

●
保
険
年
金
課
年
金
係

●
五
日
市
出
張
所
市
民
総
合
窓
口
係

（
届
出
の
み
）

●
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４
２

８
・
30
・
３
４
１
０
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
のお知

ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
や

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。
変
更
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。
別
世

帯
の
方
が
届
出
を
す
る
際
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

▽
内
容

表
の
と
お
り

▽
郵
送
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

や
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
等
の
届
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
の

た
め
、
郵
送
で
も
手
続
き
で
き
ま

す
。
表
の
「
手
続
き
に
必
要
な
も

の
」
と
異
動
届
を
同
封
し
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
異
動
届
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
国
民
健
康
保
険
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
・
問
合
せ

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係

○担当窓口の変更内容

改正後 改正前 改正の内容等

子ども家庭支援センター 健康課 母子保健業務の効率化を推進するため、

健康福祉部健康課母子保健係を子ども

家庭部子ども家庭支援センターに移し

ます。・母子保健係 ・母子保健係

生活福祉課 子ども家庭支援センター 相談体制の充実のため、子ども家庭部

子ども家庭支援センター相談係（母子・

父子自立支援及び女性相談担当）を健

康福祉部生活福祉課生活福祉係に移し

ます。

・生活福祉係

（母子・父子自立支援及び

 女性相談担当）

・相談係

（母子・父子自立支援及び

 女性相談担当）

市長公室 市長公室
本市への移住を促進するため、「移住・

定住相談窓口」を開設します。
・移住・定住担当（新設）

商工振興課 契約管財課 地域活性化を推進するため、「ふるさと

納税」に関する事務を商工振興課に移

します。・商工振興係 ・契約管財係

観光まちづくり推進課 市長公室 観光施策の強化のため、撮影支援（フィ

ルムコミッション）に関する事務を観

光まちづくり推進課に移します。・観光まちづくり推進係

○事務室の移転等

子ども家庭支援センター

・母子保健係
あきる野ルピア２階 市役所４階北側

生活福祉課

・生活福祉係

（母子・父子自立支援及び女性

相談担当）

市役所３階南側 あきる野ルピア２階

市長公室

・移住・定住担当
市役所５階北側 【新設】

▽
問
合
せ

管
理
課
公
園
係

表
国民健康保険の届出が必要な場合 手続きに必要なもの

・職場の健康保険に加入したとき

・被扶養者になったとき

・国民健康保険証・職場の健康保険証

・マイナンバーが分かるもの

・職場の健康保険をやめたとき

・被扶養者から外れたとき

・職場の健康保険資格喪失証明書

・マイナンバーが分かるもの

・本人確認ができる書類（運転免許証など )

・他の市町村に転出するとき

・市内転居するとき

・国民健康保険証

・マイナンバーが分かるもの

・本人確認ができる書類（運転免許証など )

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和５年（2023年）３月15日 （4）

４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
担
当
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

認
知
症
予
防
教
室「
頭
シ
ャ
キ
ッ
と
教
室
」参
加
者
募
集

「
年
金
手
帳
」を
紛
失
さ
れ
た
方
に
は

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」を
発
行
し
ま
す

秋
留
野
広
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た

国
民
年
金
・

国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く



中
央
図
書
館

（
☎
５
５
８
・
１
１
０
８
）

▽
お
は
な
し
会

●
日
時
…
３
月
26
日
㈰

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
幼
児
～
小
学
生

▽
わ
ら
べ
う
た
の
じ
か
ん

●
日
時
…
３
月
27
日
㈪

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
講
座
「
は
じ
め
て

の
市
内
の
歴
史
の
調
べ
方
」
あ

き
る
野
市
の
歴
史
に
つ
い
て
、
図

書
館
資
料
を
使
っ
た
調
べ
方
や
参

考
資
料
を
解
説
し
ま
す
。

●
日
時
…
３
月
29
日
㈬

午
前
10
時

30
分
～
正
午

●
場
所
…
中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

●
定
員
…
10
人(

申
込
み
順
）

▽
お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
き
る
野

３
月
１
日
号
の
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
「
図
書
館
だ
よ
り
」
の

記
事
で
、
「
▽
子
ど
も
読
書
講
演

会
」
の
講
師
名
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

●
正
…
近
藤
君
子
さ
ん

●
誤
…
近
藤
久
美
子
さ
ん

五
日
市
図
書
館

（
☎
５
９
５
・
０
２
３
６
）

▽
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

み
ん
な
で
絵
本

を
使
っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

楽
し
み
ま
す
。

●
日
時
…
３
月
22
日
㈬

午
後
２
時

30
分
～
３
時

７
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

▽
提
出
書
類

受
験
申
込
書
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
資
格
を
証
明
す

る
も
の
の
写
し
な
ど
、
詳
し
く
は

採
用
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法

４
月
７
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
内
容

１
次
試
験
は
、
提
出

い
た
だ
い
た
受
験
申
込
書
や
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
基
に
書
類
選
考

を
行
い
ま
す
。

▽
そ
の
他

採
用
案
内
、
受
験
申
込

書
は
、
職
員
課
、
五
日
市
出
張
所

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
―
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ

職
員
課
人
事

給
与
係
（
〒
１
９
７

－

０
８
１
４

二
宮
３
５
０
、
直
通
５
５
８
・
１

３
３
４
）

こ
の
制
度
で
は
、
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
た
方
が
、
介

護
保
険
施
設
な
ど
で
行
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
１
時
間

に
つ
き
１
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
ま

す
（
１
日
２
ス
タ
ン
プ
ま
で
）。
翌

年
度
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
た
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
当
た
り

１
０
０
円
の
交
付
金
に
換
金
で
き
ま

す
（
各
年
度
の
換
金
限
度
額
は
５
千

円
）。

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
要
介
護
認
定
や
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

※
活
動
に
当
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
活
動
方
法

希
望
す
る
日
時
、
場

所
、
活
動
内
容
で
、
あ
き
る
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
調
整
し
ま

す
。

▽
受
入
機
関

市
内
介
護
老
人
福
祉

施
設
14
施
設
と
通
所
介
護
施
設
８

施
設
な
ど

▽
申
込
み

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

協
議
会(

☎
５
９
５
・
９
０
３
３
）

▽
問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係

▽
受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方開
戸
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

▽
着
物
の
生
地
で
作
る
手
縫
い
の

リ
ュ
ッ
ク

着
物
生
地
を
使
っ

て
、
手
縫
い
で
リ
ュ
ッ
ク
を
作
り

ま
す
。

●
日
時
…
４
月
12
日
㈬
・
21
日
㈮
、

５
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬
（
全
４
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
講
師
…
松
本
直
美
さ
ん

●
定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

●
持
ち
物
…
裁
縫
道
具
、
着
物

●
費
用
…
初
回
一
括
２
千
円

▽
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
（
入
門

編
）
基
本
的
な
ス
マ
ホ
の
使
い

方
、
注
意
事
項
な
ど
を
教
え
ま
す
。

●
日
時
…
４
月
19
日
㈬

午
後
２
時

～
３
時
30
分

●
講
師
…
あ
き
る
台
病
院
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア

●
定
員
…
５
人
（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

五
日
市
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

▽
み
ん
な
の
ギ
タ
ー
教
室
（
グ
ル
ー

プ
）
４
月
新
規
募
集
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
に
対
応
し
ま
す
。

●
日
時
…
毎
週
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）

午
後
３
時
30
分
～
４
時

●
講
師
…
河
口
哲
哉
さ
ん

●
定
員
…
４
人
（
申
込
み
順
）

●
持
ち
物
…
ギ
タ
ー
、
筆
記
用
具

●
費
用
…
１
回
１
５
０
０
円

▽
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
（
入
門

編
）
基
本
的
な
ス
マ
ホ
の
使
い

方
、
注
意
事
項
な
ど
を
教
え
ま

す
。

●
日
時
…
４
月
11
日
㈫

午
後
２
時

～
３
時
30
分

●
講
師
…
あ
き
る
台
病
院
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア

●
定
員
…
５
人
（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

萩
野
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

▽
男
の
台
所

ポ
リ
袋
の
中
に
食
材

を
入
れ
、
湯
煎
し
て
作
る
災
害
食

を
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
楽
し
く

作
り
ま
す
（
状
況
に
よ
っ
て
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

●
日
時
…
４
月
22
日
㈯

午
前
10
時

30
分
～
午
後
１
時

●
講
師
…
地
域
栄
養
士
の
ら
ぼ
う
ず

●
定
員
…
６
人
（
申
込
み
順
）

●
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

●
費
用
…
６
０
０
円
（
材
料
費
別
）

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
土
地
、
家
屋
、
事
業
用
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

課
税
の
内
容
は
、
他
の
固
定
資
産

と
比
較
で
き
る
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
課
税
の
内
容
を

確
認
で
き
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
は
５
月
に
発
送
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日

㈬

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
曜･

日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

▽
場
所

課
税
課

▽
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
所
在
す

る
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
と
家
族
な
ど
代
理
権
が
あ

る
方

▽
閲
覧
で
き
る
方

納
税
義
務
者
、

代
理
人
、
借
地
人
、
借
家
人
、
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
が
あ

る
一
定
の
方

▽
必
要
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
代
理
人
は
委
任

状
）
が
必
要
で
す
。

※
借
地
借
家
人
の
方
は
、
本
人
確
認

の
た
め
に
契
約
書
か
そ
の
写
し
、

地
代
や
家
賃
の
領
収
書
な
ど

▽
問
合
せ

課
税
課
土
地
資
産
税

係
・
家
屋
資
産
税
係

▽
募
集
期
間

４
月
14
日
㈮
ま
で

▽
応
募
資
格

農
業
に
関
す
る
見
識

が
あ
り
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
事

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

方
で
、
法
令
な
ど
に
よ
り
各
委
員

と
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
職
に

な
い
方

▽
募
集
人
数
・
任
期

●
農
業
委
員
会
委
員

＊
募
集
人
数
…
14
人

＊
任
期
…
９
月
１
日
～
令
和
８
年
８

月
31
日
（
３
年
間
）

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

＊
募
集
人
数
…
６
人

＊
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
農
業
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
の
日
ま
で

▽
応
募
方
法

推
薦
書
か
応
募
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送

付
す
る
か
直
接
窓
口
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

申
込
書
な
ど
は
農
林

課
、
五
日
市
出
張
所
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
農
林
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
合
せ

あ
き
る
野
市
農

業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
課
農
政

係

〒
１
９
７

－

０
８
１
４

二

宮
３
５
０
）

図書館だより

５
面
へ
つ
づ
く

職種・募集人数
職種 募集人数

一般事務１（経験者・大学卒程度）

若干名
一般事務２（有資格【栄養】・経験者・大学卒程度）

一般事務３（有資格【福祉】・経験者・大学卒程度）

一般技術（【土木・建築】・経験者）

※一般事務２で求める資格は、「栄養士」または「管理栄養士」です。

※一般事務３で求める資格は、「社会福祉士」または「精神保健福祉士」

です。

※詳しくは、採用案内をご覧ください。

●
対
象
…
小
学
校
低
学
年
～
中
学
年

●
定
員
…
20
人
（
申
込
み
順
）

※
申
込
み
方
法
…
各
図
書
館
へ

電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

東
部
図
書
館
エ
ル

（
☎
５
５
０
・
５
９
５
９
）

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日
時
…
３
月
23
日
㈭

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
（
絵

本
と
お
は
な
し
の
会
）

●
日
時
…
３
月
26
日
㈰

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
幼
児
～
小
学
生

３
月
の
休
館
日

▽
中
央
図
書
館

毎
週
金
曜
日

▽
東
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書

館
、
中
央
図
書
館
増
戸
分
室

毎

週
月
曜
日
と
21
日
㈫

（5） 令和５年（2023年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

市
職
員
募
集（

職
員
採
用
試
験
）

生
き
が
い

や
り
が
い支え

あ
い

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
募
集

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

令
和
５
年
度
の

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧

農
業
委
員
会
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
候
補
者
を

募
集
し
ま
す



▽
市
民
解
説
員
が
案
内
す
る
「
春
の

市
内
探
訪
」
参
加
者
募
集

市
内

の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を
結
ん
だ

コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
巡
り
、
特

徴
的
な
場
所
等
で
解
説
を
交
え
、

季
節
を
感
じ
つ
つ
楽
し
み
ま
す
。

春
に
実
施
す
る
市
内
探
訪
①
②
③

の
参
加
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
春
①
コ
ー
ス
（
Ｃ
班
）「
歴
史
と
湧

水
を
巡
る

～
東
秋
留
を
ゆ
っ
く

り
歩
こ
う
！
～
」

＊
日
時
…
４
月
11
日
㈫

午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分
（
雨
天
の
場
合

４
月
17
日
㈪
）

＊
集
合
場
所
・
時
間
…
Ｊ
Ｒ
五
日
市

線
東
秋
留
駅
前

午
前
９
時

＊
コ
ー
ス
…
東
秋
留
駅
―
二
宮
神
社

―
玉
泉
寺
―
広
済
寺
・
森
山
渡
船

場
跡
―
二
宮
神
社
お
池
―
前
田
耕

地
遺
跡
―
八
雲
神
社
―
新
開
院
薬

師
堂
―
東
秋
留
駅
（
午
後
０
時
30

分
ご
ろ
解
散
）
約
４
キ
ロ
㍍

＊
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

＊
定
員
…
15
人
（
申
込
み
順
）

＊
持
ち
物
な
ど
…
飲
み
物
、
雨
具
、

筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い
服
装
・

靴
●
春
②
コ
ー
ス
（
Ｂ
班
）「
春
の
花
と

石
造
物
め
ぐ
り

で
か
け
よ
う
！

五
日
市
の
散
歩
道
」

＊
日
時
…
４
月
12
日
㈬

午
前
８
時

20
分
～
午
後
１
時
（
雨
天
の
場
合

４
月
14
日
㈮
）

＊
集
合
場
所
・
時
間
…
Ｊ
Ｒ
五
日
市

線
武
蔵
五
日
市
駅
前

午
前
８
時

20
分

＊
コ
ー
ス
…
武
蔵
五
日
市
駅
―
小
倉

公
園
―
東
町
観
音
堂
―
市
神
様
―

下
町
地
蔵
堂
―
粟
島
様
―
内
山
安

兵
衛
墓
所
―
小
庄
の
坂
―
漁
協
養

魚
場
―
小
庄
の
秋
川
べ
り
―
小
和

田
橋
―
御
霊
神
社
―
広
徳
寺
―
小

峰
公
園
（
桜
と
春
の
花
）（
午
後
１

時
ご
ろ
解
散
）
約
6.5
キ
ロ
㍍

＊
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

＊
定
員
…
15
人
（
申
込
み
順
）

＊
持
ち
物
な
ど
…
飲
み
物
、
軽
食
、

雨
具
、
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い

服
装
・
靴

●
春
③
コ
ー
ス
（
Ａ
班
）「
山
沿
い
の

小
さ
な
集
落
を
訪
ね
て

～
春
の

星
竹
・
北
寒
寺
・
樽
～
」

＊
日
時
…
４
月
18
日
㈫

午
前
９
時

～
午
後
３
時
30
分（
雨
天
の
場
合
、

4
月
28
日
㈮
）

＊
集
合
場
所
・
時
間
…
Ｊ
Ｒ
五
日
市

線
武
蔵
五
日
市
駅
前

午
前
９
時

＊
コ
ー
ス
…
武
蔵
五
日
市
駅
―(

バ

ス)

―
坂
下
バ
ス
停
―
秋
川
導
水

路
（
旧
発
電
所
用
水
路
）
―
白
山

神
社
―
足
瀬
土
場
対
岸
―
旧
檜
原

街
道
―
星
竹
橋
―
神
明
社
―
板
橋

礎
石
跡
―
普
光
寺
―
愛
宕
神
社
―

旧
市
倉
家
住
宅
・
五
日
市
郷
土
館

―
開
光
院
―
楞
厳
寺
薬
師
堂
―

(

樽
へ
の
山
道)

―
北
寒
寺
浄
水

場
跡
―
樽
水
源
地
跡
―
お
う
め
道

の
橋
（
樽
沢
）
―
武
蔵
五
日
市
駅

（
午
後
３
時
30
分
ご
ろ
解
散
）
約

９
キ
ロ
㍍

健
脚
向
き
（
山
道
歩

行
が
あ
り
ま
す
）

＊
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

＊
定
員
…
15
人
（
申
込
み
順
）

＊
持
ち
物
な
ど
…
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
、
筆
記
用
具
、
軍
手
、
片
道

バ
ス
代
２
０
０
円
、
歩
き
や
す
い

服
装
、
ハ
イ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

※
今
年
度
の
「
春
の
市
内
探
訪
」
は
、

４
コ
ー
ス
実
施
し
ま
す
。
④
コ
ー

ス
は
、
５
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま

す
。

▽
第
８
回
あ
き
る
野
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
展

●
展
示

＊
日
時
…
３
月
22
日
㈬
～
26
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
初
日
は

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

＊
場
所
…
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
４
階
展

示
室

※
応
募
作
品
１
５
１
点
全
て
を
展
示

し
ま
す
。

●
表
彰
式

＊
日
時
…
３
月
26
日
㈰

午
後
３
時

30
分
～

＊
場
所
…
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル

ピ
ア
ホ
ー
ル

※
展
示
室
で
の
講
評
は
あ
り
ま
せ

ん
。
講
評
集
を
作
成
し
、
配
布
し

ま
す
。

●
特
別
展
（
入
賞
作
品
の
展
示
）

＊
日
時
…
３
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

＊
場
所
…
市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

●
主
催
…
第
８
回
あ
き
る
野
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
、
あ
き

る
野
市
教
育
委
員
会

●
後
援
…
あ
き
る
野
商
工
会
、
日
の

出
町
教
育
委
員
会
、
檜
原
村
教
育

委
員
会

●
協
賛
…
一
般
社
団
法
人
あ
き
る
野

市
観
光
協
会
、
西
の
風
新
聞
社

防
災
・
防
犯
情
報
や
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
な
ど
、
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。

※
登
録
さ
れ
た
全
て
の
方
に
「
広
報

あ
き
る
野
」
の
情
報
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

▽
登
録
の
流
れ

①
「t-ak

iru
n
o@

sg
-m

.jp

」

に

空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
２
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
機
種
で
登
録
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

②
空
メ
ー
ル
送
信
後
「
仮
登
録
メ
ー

ル
」
が
届
き
ま
す
。
記
載
さ
れ
て

い
る
「
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
に
ア
ク

セ
ス
し
ま
す
。

※
「
仮
登
録
メ
ー
ル
」
が
届
か
な
い

場
合
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
フ
ォ
ル
ダ

に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
「@

sg
-m

.jp

」
ド

メ
イ
ン
、
ま
た
は
「ak

iru
n
o@

sg
-m

.jp

」
か
ら
の
メ
ー
ル
の
受

信
を
許
可
す
る
設
定
に
し
て
く
だ

さ
い
。

③
利
用
規
約
を
確
認
の
上
「
メ
ー
ル

配
信
に
同
意
す
る
」
を
選
択
し
ま

す
。

④
内
容
に
従
っ
て
配
信
を
希
望
す
る

項
目
を
選
択
し
、
登
録
し
ま
す
。

⑤
「
本
登
録
完
了
の
お
知
ら
せ
」

メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
ら
、
登
録

完
了
で
す
。

▽
登
録
に
困
っ
た
ら

登
録
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

「
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
会
社
ご
と
の
迷
惑
メ
ー

ル
の
設
定
方
法
も
確
認
で
き
ま

す
。

▽
問
合
せ

市
長
公
室

空メール
送信

よくある
お問い合わせ

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和５年（2023年）３月15日 （6）

（以下は広告枠です）

中
央
公
民
館
だ
よ
り

申
込
み
・
問
合
せ（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

市
か
ら
の
大
事
な
お
知
ら
せ
が

届
く
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

登
録
を

　「お試し」「初回限定○％オフ」「解約可能」などとお得感を強調し
たサプリメント、美容・化粧品、健康食品などのネット通販を利用す
る時は、注文の確定ボタンを押す前に必ず契約内容を確認しましょう。
○確認するポイント
①１回限りの購入か。継続的な購入か。「○か月コース」「定期」「自

動更新」「無期限」などの表示があれば２回目以降も届きます。
②２回目からはいくらか。「初回」価格と「２回目以降」の価格は違

います。
③解約は可能か。その条件・方法は。１回限りで、簡単に、無料で解

約できますか。
　①～③の内容は、特定商取引法の改正に伴い、令和４年６月１日か

ら最終確認画面で明確に表示することが義務付けられました。トラ
ブル回避のために、広告や申込みの最終確認画面を印刷したり、ス
クリーンショットを保存するなどして契約内容を残しておきましょ
う。

○あきる野市消費生活相談窓口
　契約に関するトラブルや悪質商法など、消費生活に関して困ったと

きは、一人で悩まず、気軽に相談してください。

●開設日時…毎週月曜・木曜日（祝日、年末・年始を除く）午前９時
～午後４時（正午～午後１時を除く）

※予約の必要はありません。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止のため、来所をお控えいただき、電話での相談にご協力ください。
●場所…市役所１階市民相談室
※月曜・木曜日以外でお急ぎのときは、東京都消費生活総合センター

に相談してください。
○東京都消費生活総合センター
●開設日時…毎週月曜日～土曜日（祝日、年末・年始を除く）
　午前９時～午後５時
●問合せ…消費生活相談
　（☎03・３２３５・１１５５）　
※多重債務相談も受け付けています。
○消費者トラブル対策本「くらしの豆知識」を無料で配布（なくなり
次第終了）。

　希望の方は、消費生活相談窓口までお越しください。

問合せ　商工振興課商工振興係

くらしの知恵袋
～消費生活相談情報～　インターネット通販での「定期購入トラブル」に注意！



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
中
止
・
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

凡
例
…
内
内
容
／
日
日
時
（
時
間
は

24
時
間
表
示
）
／
場
場
所
／
講
講
師

／
対
対
象
／
定
定
員
／
持
持
ち
物

／
費
費
用
／
締
締
切
り
／
他
そ
の

他
／
主
主
催
／
問
申
込
み
・
問
合
せ

第
29
回

さ
く
ら
の
会

内
桜
を
愛
で
、
琴
の
音
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
／
日
４
月
２
日
㈰

13

時
～
／
場
秋
留
台
公
園
特
設
会
場

／
費
無
料
／
問
秋
留
台
公
園
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

澤
田（
☎
５
５
９
・

６
９
１
０
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者講

習
会

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
初
歩
か
ら
指

導
し
ま
す
。
地
域
の
人
と
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
／
日
４
月
１
日
㈯
・
８

日
㈯

９
時
～
12
時
（
全
２
回
、
雨

天
中
止
）
／
場
秋
川
駅
南
口
運
動
広

場
／
対
小
学
校
５
年
生
以
上
／
持

動
き
や
す
い
服
装
（
用
具
は
主
催
者

が
用
意
）
／
費
無
料
／
他
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
／
問
あ
き

る
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
連
盟

上
杉
（
☎
５
５
８
・
２
６

６
９
）、
芦
沢
（
☎
５
５
８
・
１
２

６
５
）

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
運
営
会
議
の

公
募
委
員
募
集

内
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
審
議
を
す
る
「
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
／

対
４
月
１
日
現
在
で
、
都
内
に
住

所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上
の
方
／

定
2
人
／
締
４
月
17
日
㈪
ま
で
（
必

着
）
／
他
○
任
期
…
７
月
か
ら
２
年

間
（
予
定
）
○
応
募
方
法
な
ど
…
広

域
連
合
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
東
京

い
き
い
き
ネ
ッ
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
募
集
要
項
な
ど
を
参
照
／
問

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

保
険
部
管
理
課
管
理
係
（
☎
03
・
３

２
２
２
・
４
５
０
５
）

犬
、
猫
の
意
見
・
苦
情
が
市
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

犬
、
猫
の
フ
ン
・
尿
の

放
置
は
不
衛
生
で
す

犬
の
散
歩
の
際
は
フ
ン
・
尿
を
放

置
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、
フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
り
、
尿
に
は
水
を
十
分
に
か

け
て
流
す
な
ど
の
配
慮
を
し
て
く
だ

さ
い
。
猫
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
屋
内

の
ト
イ
レ
を
覚
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ノ
ー
リ
ー
ド
で
の

犬
の
散
歩
は
危
険
で
す

リ
ー
ド
を
つ
け
ず
に
散
歩
す
る
こ

と
は
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
犬
の
安
全
の
た
め

に
も
リ
ー
ド
は
し
っ
か
り
付
け
、
確

実
に
制
御
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
伸
び
る
リ
ー
ド
を
使
用
し
て
い

る
方
も
事
故
防
止
の
た
め
、
不
必
要

に
リ
ー
ド
を
伸
ば
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

猫
の
放
し
飼
い

猫
は
室
内
飼
い
が
基
本
で
す
。
屋

外
で
は
交
通
事
故
や
、
感
染
症
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
放
し

飼
い
に
す
る
と
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
フ
ン
・
尿
で
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
も
あ
り
、
車
や
バ
イ
ク
に
ひ
っ
か

き
傷
を
つ
け
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
室
内
に
上
下

運
動
の
で
き
る
場
所
を
作
り
、
専
用

の
ト
イ
レ
や
つ
め
と
ぎ
な
ど
を
用
意

し
、
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ
と
が

室
内
飼
い
の
コ
ツ
で
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

餌
や
り
、
世
話

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
餌
を
与
え

る
だ
け
で
は
、
子
猫
が
次
々
に
生
ま

れ
不
幸
な
猫
が
増
え
る
だ
け
で
す
。

無
責
任
な
餌
や
り
は
、
生
活
環
境
被

害
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
も
発
展
し
ま

す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
世
話
を

す
る
場
合
に
は
、
地
域
や
周
り
の
住

民
の
方
々
の
理
解
を
得
る
、
置
き
餌

は
せ
ず
、
フ
ン
・
尿
の
始
末
を
し
て

衛
生
に
配
慮
す
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

と
な
ら
な
い
よ
う
な
世
話
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
捕
獲
・
駆

除
し
て
欲
し
い
と
い
う
相
談
も
あ
り

ま
す
が
、
猫
は
愛
護
動
物
で
あ
り
、

市
で
は
捕
獲
・
駆
除
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

犬
、
猫
を
捨
て
る
こ
と
は

犯
罪
で
す

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
、
新
し
い

命
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
犬
、

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
行
為
で

す
。
捨
て
ら
れ
た
犬
、
猫
は
、
多
大

な
苦
痛
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
衰
弱
、

感
染
症
、
交
通
事
故
に
あ
う
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
が
悲
惨
な
末
路
を
た
ど
り

ま
す
。
ま
た
、
遺
棄
す
る
と
「
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
も
科
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
主
の
身

勝
手
で
命
を
奪
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
犬
の

所
有
者
は
区
市
町
村
に
犬
の
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は
日
本
、
イ
ギ

リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
一
部
の
地
域
を
除

い
て
、
全
世
界
に
分
布
し
、
今
で
も

世
界
で
毎
年
３
万
人
以
上
の
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
発
症
す
れ
ば
、

ほ
ぼ
１
０
０
㌫
死
亡
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
日
本
で
狂
犬
病

が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
な
対
応
を

と
る
た
め
に
も
、
行
政
が
、
日
頃
か

ら
飼
い
犬
が
ど
こ
に
何
頭
い
る
の
か

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。
登
録
は
、
犬
を
飼
う
人
の
義

務
で
す
の
で
、
必
ず
飼
い
犬
の
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

年
１
回
の
飼
い
犬
へ
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
し
て
、
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
注
射
済
票
を
首

輪
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
の

危
険
性
の
低
い
犬
で
あ
る
こ
と
が
、

外
見
的
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
周

囲
の
方
へ
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

問
合
せ

健
康
課
予
防
推
進
係

市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
「
る

の
び
と
」（
あ
き
る
野
市
の
フ
ァ
ン
）

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

市
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
る
の

び
と
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
写
真

や
動
画
な
ど
で
市
の
魅
力
を
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い

し
ま
す
。

▽
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
る
の
び
と
」

を
つ
け
て
投
稿
し
よ
う

市
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
る
の
び
と
」

を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
市
の
魅
力
あ
る

写
真
や
動
画
を
「
＃
る
の
び
と
」

を
つ
け
て
投
稿
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
職
員
が
選
考
の
上
、
市
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
紹
介
し
ま

す
。

市
で
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
を
、
あ
き
る
野
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
画
サ
イ
ト
（Y

ou
T

u
be

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
二
次

元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
とY

ou
T

u
be

で
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ

市
長
公
室

東京いきいき
ネット

凡
例
…
日
日
時(

時
間
は
24
時
間
表

示)

／
場
場
所
／
活
活
動
内
容
／

講
講
師
／
入
入
会
／
会
会
費
／
費

費
用
／
他
そ
の
他
／
問
問
合
せ

会

員

募

集

作
っ
て
吹
こ
う
日
本
の
横
笛

日
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

10

時
／
場
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

／
活
篠
笛
を
塩
ビ
管
を
代
用
し
て
作

り
、
好
き
な
曲
を
吹
く
。
／
入
３
０

０
円
（
初
回
の
み
材
料
費
）
／
問
木

村
（
☎
５
９
８
・
１
１
３
１
）

あ
き
る
野
短
歌
会

日
毎
月
第
１
金
曜
日

10
時
～
12

時
／
場
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
研
修
室

／
講
久
保
田
登
さ
ん
（
歌
人
）
／
会

月
千
円
／
問
奥
泉
（
☎
０
９
０
・
７

８
１
３
・
０
１
２
５
）

大
正
琴
扇
靖
流あ

き
る
野
琴
会

日
各
グ
ル
ー
プ
希
望
の
日
／
場
中

央
公
民
館
な
ど
／
活
福
祉
施
設
で

の
慰
問
、
海
外
公
演
、
ア
メ
リ
カ
、

ウ
ィ
ー
ン
他
／
入
１
２
０
０
円
／

会
月
１
１
０
０
円
／
問
杉
山
（
☎
０

９
０
・
７
８
４
５
・
３
９
８
１
）

掲
載
希
望
問
合
せ

市
長
公
室

（
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９
）

詳しくは、各団体へ
お問い合わせください。

市民の　
　ひろば

市公式
インスタグラム

 あきる野
フィルムコミッション
YouTubeチャンネル

▽
そ
の
他

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

市
長
公
室

（7） 令和５年（2023年）３月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

犬
、猫
の
飼
い
主
の
方
へ

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「
る
の
び
と
」を

フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う

市
内
の
動
画
を配信

し
て
い
ま
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

官
公
庁
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ



あ
な
た
の
大
切
な
人
、
地
域
を
守
る
た
め
に

消
防
団
員
募
集
中

妊
娠
中
の
生
活
と
お
産
に
つ
い

て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
、
保

育
の
ポ
イ
ン
ト
、
妊
娠
中
の
食
生
活
、

市
の
母
子
保
健
事
業
な
ど
の
紹
介
を

し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
15
日
㈯

午
後
１
時

15
分
～
３
時

▽
場
所

あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
集

会
室

▽
対
象

妊
娠
週
数
が
お
お
む
ね
20

週
か
ら
35
週
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の

家
族

▽
定
員

各
回
20
人
（
申
込
み
順
）

▽
そ
の
他

妊
娠
中
の
体
調
や
出
産

準
備
な
ど
の
個
別
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時

４
月
６
日
㈭

午
前
９
時

45
分
～
10
時
45
分

※
15
分
間
隔
で
５
回
に
分
け
て
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
場
所

五
日
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

親
子
10
組
（
申
込
み
順
）

▽
そ
の
他

電
話
で
の
育
児
相
談
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

健
康
課
母
子

保
健
係
（
直
通
５
５
８
・
５
０
９

１
）

毎
年
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
環
境
問

題
啓
発
用
絵
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
入
賞
作
品

を
使
っ
た
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
掲
出
し
て
い
た
だ

け
る
市
内
の
店
舗
を
募
集
し
ま
す

（
通
年
募
集
）
。
今
年
度
作
成
し
た
ポ

ス
タ
ー
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

生
活
環
境
課

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

▽
期
日
・
受
付
時
間

●
４
月
13
日
㈭
・
18
日
㈫
…
午
前
９

時
～
10
時

●
４
月
24
日
㈪
…
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

※
15
分
間
隔
で
５
回
に
分
け
て
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
場
所

あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
対
象

４
歳
未
満
の
子
ど
も

▽
定
員

各
日
20
人
（
申
込
み
順
）

▽
申
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

健
康
課
母
子

保
健
係
（
直
通
５
５
８
・
５
０
９

１
）

▽
日
時

４
月
15
日
㈯（
雨
天
中
止
）

●
集
合
…
午
前
８
時
45
分

●
解
散
…
午
後
３
時

▽
コ
ー
ス

秋
川
体
育
館
―
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
公
園
（
羽
村
市
）
―
羽
村

市
郷
土
資
料
館
―
秋
川
体
育
館

（
約
12
キ
ロ
㍍
）

※
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
対
象

市
内
在
住･

在
勤
・
在
学

の
方

▽
定
員

20
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
な
ど

弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
、
敷
き
物
、
歩
き
や
す
い
服

装
・
靴

市
の
生
物
多
様
性
の
保
全
を
進
め

る
た
め
に
、
市
内
に
生
息
す
る
植
物

啓発用ポスター
掲載ページ

▽
申
込
み
・
問
合
せ

あ
き
る
野
ル

ピ
ア
２
階
健
康
課
母
子
保
健
係

（
☎
５
５
０
・
３
３
４
０
）

▽
費
用

無
料

▽
そ
の
他

天
候
不
良
の
場
合
は
、

午
前
７
時
に
開
催
の
有
無
を
決
定

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法

４
月
10
日
㈪
ま
で

に
電
話
か
２
次
元
コ
ー
ド
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

申込み

の
う
ち
、
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
植
物

の
一
覧
（
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
）
を
作
成

し
ま
し
た
。
リ
ス
ト
に
は
、
シ
ロ
バ

ナ
カ
ザ
グ
ル
マ
な
ど
２
８
８
種
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

環
境
政
策
課
環
境
政
策

係
（
☎
５
９
５
・
１
１
１
０
）

シロバナカザグルマ

４月の市民相談（予約制・無料）

○市役所
●相続・遺言など暮らしの手続相談…７日㈮

●税務相談…10日㈪

●法律相談…11日㈫・25日㈫

●交通事故相談…12日㈬

●登記相談…21日㈮

●人権身の上相談…28日㈮

○五日市出張所
●法律相談…６日㈭

●行政相談…26日㈬

○時間　午後１時30分～４時30分

○予約　市民相談は、全て予約制で随時、電話で受け付けています。

同一種類の相談を相談終了時まで複数回予約することはできま

せん。

○その他の相談（随時）　相談先が不明な場合や日常の悩みごとな

どに、市職員が担当窓口の案内や専門の相談員を紹介するなど

解決に向けたお手伝いをします。

○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係（直通５５８－１２１６）

観光情報　東京のふるさとあきる野
問合せ　観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係（☎５９５－１１３５）

あきる野の奏で　ハルイチ

　「五日市、秋川渓谷の発信」をテーマに、音楽ライブやＤＪによる心地良い空間を演出します。

○日　時　３月18日㈯　午前11時～午後４時

○場　所　五日市ひろば、ＪＡあきがわ五日市支店駐車場

○内　容　五日市ひろばでは、地元アーティストに

　　　　　よる生演奏やＤＪなどのライブを実施。

　　　　　ＪＡあきがわ五日市支店駐車場では、

　　　　　キッチンカーを出店します。

○入場料　無料

○その他　中止や内容の変更となる場合があります。

　　　　　詳しくは、あきる野市観光協会青年部の

　　　　　Facebook をご覧ください。

○主　催　「和の響き　ｗｉｔｈ　ｊａｚｚ」あきる野の

　　　　　奏で実行委員会（あきる野市観光協会青年部）

○問合せ　あきる野市観光協会五日市観光案内所 (☎５９６－０５１４)

あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹ 令和５年（2023年）３月15日 （8）

（以下は広告枠です）

ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

（
母
親
・
両
親
学
級
）

土
曜
コ
ー
ス

４
月
の
乳
幼
児
の
育
児
相
談
と

身
体
測
定（
予
約
制
）

小
中
学
生
が
書
い
た
環
境
問
題
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
を

掲
出
す
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す

４
月
の
乳
幼
児
歯
科
健
診

（
予
約
制
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
事
業

「
春
の
ヘ
ル
シ
ーウォ

ー
キ
ン
グ
」

あ
き
る
野
市
版

レ
ッ
ド
リ
ス
ト（
植
物
）を

作
成
し
ま
し
た


